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P２～３	 掘り起こす　土業の前進
P４	 高齢者が安心して
		 元気に暮らせるまち
P５	 自主防災
P６～７	 まちの出来事

▼

日
西
墨
友
好
の
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月
三
十
日
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御
宿
の
台
所
②

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
担
い
手
不
足
や
生

産
コ
ス
ト
、
労
働
環
境
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
年
々
農
業
就
業
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で

様
々
な
農
業
振
興
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
あ
ら
ゆ
る
資
源
の
活
用
や
創
意
工
夫
に
よ
る

地
域
お
こ
し
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

 

「
肥
よ
く
な
農
地
」
は
、
地
域
活
性
へ
の
様
々
な

可
能
性
を
秘
め
た
大
き
な
地
域
力
で
す
。
農
業
生

産
は
も
ち
ろ
ん
、
体
験
型
産
業
や
貸
し
農
園
、
里

山
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
景
観
な
ど
、
『
土
業
』

と
し
て
一
体
的
に
捉
え
、
各
種
地
場
産
業
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
多
角
的
視
点
で
活
性
へ
の
取
り

組
み
を
模
索
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
土
業
推
進
へ
の
第
一
歩
を

紹
介
し
ま
す
。

土
つ ち

業
ぎ ょ う

の前進 りり

活
性
化
Ｐプロジェクト 起起こすこす

▲栄養たっぷりの御宿の野菜
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地域力地域力

「おんじゅく米」普及事業
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
恩
恵
を

受
け
、
以
前
よ
り
良
質
米
の
産
地

と
し
て
成
果
を
あ
げ
て
い
る
御
宿

町
。今

年
も
町
民
全
員
が
毎
日
食
べ

ら
れ
る
量
の
お
米
が
収
穫
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
貴
重
な
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
町
で
は

「
お
ん
じ
ゅ
く
米
」
の
米
袋
を
作

成
し
、
月
の
沙
漠
記
念
館
や
御
宿

台
ふ
れ
あ
い
広
場
の
青
空
市
な
ど

で
販
売
す
る
な
ど
、
販
路
拡
大
に

向
け
た
取
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

旨
み
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
た

「
お
ん
じ
ゅ
く
米
」
は
大
変
好
評

で
あ
り
、
そ
の
評
価
は
広
が
り
を

み
せ
、
県
内
外
か
ら
徐
々
に
再
注

文
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
は
、
「
お
ん
じ
ゅ
く
米
」

の
さ
ら
な
る
普
及
を
目
指
し
、
当
米

を
使
っ
た
御
宿
な
ら
で
は
の
創
作
こ

め
粉
料
理
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
創

作
こ
め
粉
料
理
は
文
化
祭
な
ど
で
公

表
す
る
予
定
で
す
。

未
使
用
の
地
→
活
き
た
地

都
市
部
へ
の
人
口
流
出
な
ど
に
よ
る
地
方
の
人
口
減
少
は
、
農
家
人
口
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

町
に
お
け
る
農
家
人
口
も
昭
和
60
年
と
比
較
す
る
と
半
分
以
下
へ
と
減
少
し
、
経

営
耕
地
面
積
に
つ
い
て
も
著
し
く
減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

―
未
使
用
の
土
地
も
大
事
な
お
ん
じ
ゅ
く
の
地
域
力
の
１
つ
―

未
使
用
の
土
地
が
増
え
る
一
方
、
休
耕
田
な
ど
を
転
用
し
農
園
と
し
て
復
活
さ
せ
、

活
き
た
土
地
へ
と
再
生
さ
せ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

町
で
も
遊
休
地
の
有
効
活
用
と
し
て
、
実
谷
地
区
に
て
貸
し
農
園
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
自
然
を
活
用
し
た

産
業
体
験
は
全
国
的
に
注
目
を

浴
び
て
お
り
、
御
宿
に
お
い
て

も
大
変
な
賑
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
す
。

御
宿
町
の
総
面
積
は
２
４
．

９
２
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
―
こ

の
コ
ン
パ
ク
ト
な
土
地
に
魅

力
あ
る
自
然
が
ぎ
っ
し
り
と
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

土
業
の
前
進
に
向
け
た
担
い

手
育
成
や
定
住
化
の
促
進
事
業

さ
ら
に
は
体
験
型
産
業
の
構
築

な
ど
地
域
活
性
に
向
け
た
一
体

の
取
組
み
が
非
常
に
重
要
な
こ

と
と
な
り
ま
す
。

▲栄養たっぷりの御宿の野菜

▲未使用であった土地を貸し農園として再生
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高齢者が安心して
元気に暮らせる町

少子高齢化等の影響により御宿町の高齢化率は約40％で
県内１位です。

こうした状況を踏まえた中で、高齢者の方々が安心して
元気な日常生活を送るためには、行政だけでなく地域や家
族など町全体で地域福祉の充実を図り、お互いに支え合い、
知恵を出し合う体制づくりが重要です。

　

町
で
は
、
生
活
機
能
が
低
下
し
た
高
齢
者
に

対
し
、
バ
ラ
ン
ス
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
機
能
の
改
善
・
維
持
を
図
る「
鶴
亀

教
室
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
原
則
毎

週
水
曜
日
に
行
い
、
終
了
者
は
年
間
を
通
じ
て

介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む「
鶴
亀
く

ら
ぶ
」
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
の
考
え
方
と
そ
の
方
法
を

普
及
す
る
た
め
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し「
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
歌
や
簡
単
な
体
操
、
ゲ
ー

ム
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、
毎

月
工
夫
さ
れ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
参
加
者
の
会
話

も
弾
み
、
孤
独
感
の
解
消
や
生
き
が
い
づ
く
り

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

まちづくりへの
経験豊富な知識

安心生活を地域でサポート

第56 回　敬　老　会
長寿を祝うとともに、長年のご労苦の感

謝を込めた敬老会が 9 月 15 日に行われまし
た。当日は約 200 名の参加者が歌や演芸を
楽しみました。

地域を支える経験豊富な知識

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
で
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
を
代
表
し
、
積
極
的
に

意
見
提
案
を
行
う
佐
久
田
さ
ん
（
浜
）

▲鶴亀くらぶの様子



5

2010.9
　

自
主
防
災
会
及
び
消
防
団
に
よ
る
防
災
訓
練
が
９
月

５
日
に
町
内
の
各
地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
災
害
発
生
時
の
初
期
活
動
と
し
て
、
初
期

消
火
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
応
急
救
護
法
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
、
火
災
や
爆
発
な

ど
の
人
為
災
害
、
災
害
は
い
つ
自
分
の
周
り
で
発
生
し

て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

の
備
え
と
、
家
族
や
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
防
災
訓
練
で
は
久
保
・
新
町
・

六
軒
町
・
上
布
施
・
実
谷
区
の
自
主
防
災

会
が
中
心
と
な
り
合
計
２
０
９
名
の
住
民

が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

御
宿
小
学
校
で
は
、
久
保
・
新
町
・
六

軒
町
区
の
自
主
防
災
会
が
消
火
器
を
使
用

し
た
初
期
消
火
訓
練
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講

習
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
。
ま
た
、
体
育

館
で
は
応
急
救
護
の
講
習
が
行
わ
れ
、
人

口
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ
る
心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
止
血
法

な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

広
域
消
防
署
の
職
員
は
、
「
講
習
会
で

学
ん
だ
こ
と
を
、
実
際
の
現
場
で
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
。
し
か

し
、
率
先
し
て
行
う
勇
気
が
最
も
重
要
な

こ
と
で
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
い
つ
も
私
た
ち
は
そ
の
災

害
と
隣
り
合
わ
せ
に
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
防

災
に
つ
い
て
、
家
族
や
地
域
で
十
分
に
話
し
合

い
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

▲消火のコツは火元をほうきで掃くように！

▲AEDは手順を守って適切に！
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老
朽
化
の
進
ん
で
い
た
御
宿
駅

前
観
光
案
内
所
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
当
日
は
町
長
や
町
議

会
議
員
な
ど
各
関
係
者
が
出
席
の

も
と
竣
工
式
を
行
い
、
町
長
か
ら

は
「
こ
の
案
内
所
を
観
光
情
報
の

発
信
拠
点
と
し
て
活
用
し
た
い
」

と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

当
案
内
所
は
（
社
）
御
宿
町
観

光
協
会
が
指
定
管
理
者
と
な
り
運

営
す
る
も
の
で
、
観
光
客
に
対
し

町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
観
光
客
へ
自
転
車
を
貸
し
出

し
す
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
始
め

る
な
ど
、
新
し
い
観
光
施
策
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

町
食
生
活
改
善
会
主
催
に
よ
る
「
親

と
子
の
料
理
教
室
」
が
８
月
22
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
料
理
を
通
し
て
親
子

の
ふ
れ
あ
い
を
も
ち
、「
楽
し
く
」「
お

い
し
く
」
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
見

直
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
料
理
教
室
で
は
８
組
の
家
族

が
参
加
し
、
協
力
し
な
が
ら
手
作
り

ソ
ー
セ
ー
ジ
や
野
菜
た
っ
ぷ
り
カ
レ
ー

ソ
テ
ー
な
ど
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
テ
ー
ブ
ル

に
並
ん
で
い
る
料
理
の
作
る
大
変
さ
を

知
り
、
子
ど
も
た
ち
は
ま
た
一
歩
成
長

し
ま
し
た
。

～
親
と
子
の
料
理
教
室
～

　

温
も
り
あ
る
職
人
技
を
後
世
へ
伝
え
る

た
め
、
８
月
22
日
、
町
歴
史
民
俗
資
料
館

で
竹
細
工
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
竹
細
工
に
詳
し
い
関
元
義

さ
ん（
新
町
）
が
講
師
と
な
り
、
参
加
し

た
小
学
生
に
水
鉄
砲
の
作
り
方
を
伝
授
。

　

初
め
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
し
た
が
、

関
先
生
の
丁
寧
な
指
導
に
よ
り
見
事
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

完
成
後
は
自
ら
作
成
し
た
水
鉄
砲
を
楽

し
み
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

地
域
の
先
輩
の
技
を
伝
授

～
資
料
館
竹
細
工
教
室
～

料
理
で
育
む
親
子
の
ふ
れ
あ
い

▲「町の魅力をご案内します」



自然を活かしたスポーツの大会
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御
宿
の
自
然
を
活
か
し
た
大

規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ひ
と

つ
「
ビ
ー
チ
バ
レ
ー　

ム
ー
ン

カ
ッ
プ
ｉ
ｎ
御
宿
」
が
８
月
21

日
か
ら
23
日
の
間
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

３
日
間
と
も
暑
い
日
差
し
が

降
り
注
ぐ
中
、
県
内
外
か
ら
総

勢
３
６
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

一
般
の
部
、
高
校
生
の
部
、

中
学
生
の
部
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
た
本
大
会
、
各
部
門
と
も
砂

に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
素
晴

ら
し
い
プ
レ
ー
を
見
せ
、
詰
め

掛
け
た
観
客
を
興
奮
さ
せ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
は
、
安

全
な
会
場
の
提
供
や
受
け
入
れ
態
勢

の
充
実
が
評
価
さ
れ
、
今
回
で
16
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
経
済
へ
の
効
果
も
十
分
に
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
積
極

的
に
誘
致
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

～2010ビーチバレー ムーンカップin御宿～

毎
年
多
く
の
方
々
か
ら
好

評
を
頂
き
、
今
年
で
11
回
目

を
迎
え
る
「
お
ん
じ
ゅ
く
伊

勢
え
び
祭
り
」
が
、
９
月
１

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

祭
り
期
間
中
は
、
町
内
22

箇
所
の
参
加
店
に
お
い
て
、

お
造
り
や
鬼
殻
焼
き
な
ど
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
伊
勢
海
老
コ
ー

ス
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

ま
た
、
当
祭
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
９
月
12
日
に
月
の

沙
漠
記
念
館
前
広
場
で
行
い
ま
し

た
。当

イ
ベ
ン
ト
で
は
お
得
な
伊
勢

え
び
セ
ッ
ト
の
販
売
や
つ
か
み
取

り
コ
ー
ナ
ー
、
え
び
汁
の
無
料
配

布
や
直
売
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
約

１
５
，
０
０
０
人
の
来
訪
者
は
御

宿
の
旬
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

当
祭
り
は
10
月
31
日
ま
で
行
わ

れ
、
ま
た
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
イ
ベ

ン
ト
が
10
月
３
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

地
域
の
特
産
物
を
観
光
業
へ
と

繋
げ
る
―
町
の
活
性
に
向
け
て
、

様
々
な
地
域
力
の
連
携
を
推
進
し

ま
す
。

自然を活かしたスポーツの大会

自
慢
の
産
物
を
多
く
の
方
に
提
供
中

～
お
ん
じ
ゅ
く
伊
勢
え
び
祭
り　

開
催
中
！
～▲伊勢えびのつかみ取り
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デジタルテレビ・オール電化（東京電力認定）
リフォーム・家電が得意なでんきやさんです

◎今後も、よりよい町に向けて、自主活動を進めているマンパワーをピックアップしていきたいと思います。
このような方々を見かけた方又は知っている方、もしくは、我こそはという方は、ぜひ企画財政課までご連絡
ください。　　　企画財政課　68－ 2512

まちづくりにあたり、その地域に住む　人々の力＝マンパワー　は、大変重要なものとなっています。
町民の方々のまちづくり参加は、ボランティアや各種サークル活動等を通じて次第に広がりを見せており、

「住んでよかった！魅力ある街」に着々と前進しています。
今回は、新町区にある裾無川上流の浄化を進めている松下　誠一さん（新町）の活動を紹介します。

カワセミが飛んでくるようになりましたカワセミが飛んでくるようになりました

　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が
対象で、行政の基礎となる人口・世帯の実態を明らかに
する重要な調査です。
　調査結果は、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備な
ど、私たちの暮らしのために役立てられます。
　町でも、御宿にお住まいの方を漏れなく、正確に調査
をする必要がありますのでご協力をお願いします。平成22年10月１日

平成22年10月１日

国勢調査は みんなで描く　日本の自画像
平成22年 10月１日 国勢調査を実施します！

国勢調査は，
日本の未来，地域の
まちづくりのための
基礎資料になります！

松
下
さ
ん
は
裾
無
川

の
土
手
の
草
刈
り
や
ご

み
拾
い
を
約
20
年
以
上

前
か
ら
自
主
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

松
下
さ
ん
の
活
動
は

近
隣
の
方
々
に
も
大
変

喜
ば
れ
、最
近
で
は
賛

同
者
も
増
え
て
き
て
い

る
そ
う
で
す
。

以
前
は
生
物
の
住
む

こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
川
も
、現
在
で
は
藻
海
老

や
ザ
リ
ガ
ニ
、フ
ナ
な
ど
の
水
な
ど
の
水
中
生
物

が
生
息
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
５
年
位
前
か
ら
は
カ
ワ
セ
ミ
も
飛
ん
で
く
る
よ

う
に
な
り
、川
の
魚
を
狙
っ
て
い
る
姿
を
見
ま
す

よ
」と
松
下
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

取
材
中
は
残
念
な
が
ら
カ
ワ
セ
ミ
に
は
出
会
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、魚
を
狙
う
サ
ギ
の
姿
は
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
一
人
ひ
と
り
の
活
動
が
き
れ
い
な
街

を
創
っ
て
い
き
ま
す
。　
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健康国保国保
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント 国民健康保険からのお知らせ

普段みなさんが利用している医療について、４つの上手な医療のかかり方のポイントを紹介します。

2010.9

①「かかりつけ医」を持ちましょう。
　病院にかかるなら設備の整った大病院と思っている人が多いよう
ですが、「長時間待ち短時間診療」になりかねません。自分や家族の
病歴や普段の健康状態を把握してくれる近所の病院や診療所でかか
りつけ医をつくりましょう。大病院での治療が必要なときは紹介状
を書いてくれます。
※ベッド数が 200床以上ある大病院に紹介状なしで受診すると、
　数百円～ 3,000 円程度の特別初診料が加算され、全額自己負担となります。

②重複受診はなるべく控えましょう。
　同じ病気で同時に複数の病院に通院することは、治療や薬が重複し、治療費が高くなります。また、
薬は用法・用量を守って服用しなければ効果が得られないばかりか副作用の危険性などマイナス面が
多いので、控えましょう。

③「ジェネリック医薬品」を活用しましょう。
　ジェネリック医薬品は、「後発医薬品」とも呼
ばれ、新薬の特許期間が終了した医薬品になり、
安全性についても厚生労働省の承認基準をクリア
した信頼できる薬です。価格についても新薬の約
２割～８割程度なので負担が少なく済みます。

④時間外・休日の受診はやむを得ないときだけにしましょう。
診療時間外に受診すると、初診料・再診料のほかに加算金が付き、治療費が高くなります。また、軽
症患者の時間外受診は、緊急性の高い重症患者の治療に支障をきたす場合があります。「すいているか
ら」などの理由で診療時間外に受診するのは控えましょう。

◎病気を早く治すには、医師の指示をきちんと守ることです。安静のしかたや入浴の可否、
　食べ物や運動の制限、酒・タバコの節制、薬の飲み方など指示を守りましょう。

問い合わせ　保健福祉課医療保険係　６８- ６７１７
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く
ら
し
の

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
INFORMATION

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
つ
い
て
広
く
国
民
の
方
々
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
10
月
18

日（
月
）
か
ら
24
日（
日
）
ま
で
の
一

週
間
を「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、

市
町
村
と
連
携
し
、
一
日
合
同
行

政
相
談
所
や
特
設
行
政
相
談
所
等

の
開
設
を
行
い
ま
す
。

❶
一
日
合
同
相
談
所（
千
葉
市
）　

▼
開
設
日
時　

　

10
月
22
日（
金
）

　

10
時
30
分
～
16
時

▼
開
設
場
所

　

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
千
葉
市
中
央
区
弁
天
３
‐
７
‐
７
）

▼
参
加
予
定
機
関

　

①
千
葉
県
行
政
評
価
事
務
所

　

②
千
葉
年
金
事
務
所

　

③
千
葉
県
警
察
本
部

　

④
千
葉
県
弁
護
士
会

　

⑤
千
葉
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援

お
知
ら
せ

行
政
相
談
週
間

セ
ン
タ
ー
ほ
か　

計
16
機
関

❷
一
日
合
同
相
談
所（
市
川
市
）

▼
開
設
日
時　

　

10
月
29
日（
金
）

　

13
時
～
16
時

▼
開
設
場
所

　

市
川
市
市
民
会
館

　
（
市
川
市
八
幡
４
‐
２
‐
１
）

▼
参
加
予
定
機
関

　

※
千
葉
市
相
談
所
と
同
様

▼
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
省
千
葉
行
政
評
価
事
務
所

・
行
政
苦
情
１
１
０
番

℡
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
１
１
０

Fax
０
４
３
‐
２
４
６
‐
９
８
２
９

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｓ
ｏ
ｕ

ｍ
ｕ
．ｇ
ｏ
．
ｊ
ｐ
／

◎
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
厳
守

◆
御
宿
町
行
政
相
談
所

▼
日　

時

　

10
月
１
日（
金
）

　

11
月
２
日（
火
）

　

両
日
と
も
９
時
～
12
時

▼
場　

所

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

▼
担
当
行
政
相
談
委
員

　

川
名　

勲

　
（
久
保
１
３
３
２
‐
２
）

　

℡
０
４
７
０
‐
６
８
‐
２
２
９
２

▼
問
い
合
わ
せ　

　

町
総
務
課

　

℡
０
４
７
０
‐
６
８
‐
２
５
１
１

法
の
日
無
料
相
談
会

　

地
域
士
業
四
団
体「
行
政
書
士

会
、
土
地
家
屋
調
査
会
、
司
法
書

士
会
、
税
理
士
会
」
で
は
、
10
月

１
日
の
法
の
日
行
事
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
お
い
て
の

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

▼
日　

時

　

10
月
３
日（
日
）

　

10
時
～
16
時

▼
場　

所　

　

茂
原
市
役
所
市
民
室

　

い
す
み
市
役
所
岬
庁
舎

　

お
お
た
き
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

ザ　

オ
リ
ブ　

計
３
箇
所

▼
相
談
内
容

○
農
地
法
、
遺
言
、
遺
産
分
割
、

成
年
後
見
、
各
種
許
認
可
申
請

に
関
す
る
こ
と

○
境
界
、
測
量
、
地
目
変
更
、
建

物
登
記
に
関
す
る
諸
問
題

○
登
記
、
会
社
設
立
お
よ
び
小
額

訴
訟
に
関
す
る
諸
問
題

○
税
金
、
会
社
決
算
等
に
関
す
る

諸
問
題

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
行
政
書
士
会
長
夷
支
部

℡
０
４
７
０
‐
８
２
‐
３
５
５
２
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父ち
ち

死し

し
て
夜よ
ぞ
ら空
を
飾か
ざ

る
花は
な
び火
か
な	

菊
池　

武
夫

休や
す

む
間ま

も
惜お

し
む
か
蝉せ
み

の
声こ
え

し
き
り	

境　
　

陸
子

夫つ
ま

の
腕て

に
寝ね

い入
る
み
ど
り
児ご

遠と
お
は
な
び

花
火	

本
吉　
　

愛

励は
げ

ま
し
の
言こ
と
ば葉
を
交か
わ

は
す
猛も
う
し
ょ暑
か
な	

大
曽
根
利
枝

耳み
み

す
ま
し
思
ひ
出
さ
ぐ
る
遠と
お
は
な
び

花
火	

金
子　

澄
子

手て
は
な
び

花
火
を
家か
ぞ
く族
で
囲か
こ

む
笑え
が
お顔
か
な	

桜
谷　

哲
蔵

日ひ

を
浴あ

び
て
て
っ
ぺ
ん
競き
そ

ふ
カ
ン
ナ
か
な	

本
吉
美
絵
子

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【花火】

を
ち
こ
ち
に
流な
が

れ
お
ち
る
か
遠と
お
は
な
び

花
火	

澤
崎　

幸
子

涼す
ず
か
ぜ風

を
受
け
て
窓ま
ど
べ辺

の
母は
は

笑え
が
お顔	

秋
葉
喜
美
江

苔こ
け

の
花
な
ら
ぶ
石
に
も
人
の
意い

し思	

佐
藤　

征
治

漆し
っ
こ
く黒
の
山さ
ん
が河
あ
り
け
り
遠と
お
は
な
び

花
火	

小
野　

玲
子

入に
ゅ
う
こ
ん

魂
の
汗
ほ
と
ば
し
る
球き
ゅ
う
じ児

か
な	

岡
本　

俊
康

気
く
ば
り
や
床し

ょ
う
ぎ机

の
下
の
蚊か

遣や
り

香こ
う	

鶴
岡
と
く
路

編 集 記後
　今回の特集－土業の前進－で、実谷の農園を訪ね、
取材させていただきました。
　その時に聞いた話ですが、ゴーヤをバナナと蜂蜜と
一緒にミキサーにかけ、ジュースとして飲むと苦みが
なくとてもおいしく飲め、健康にもいいと伺いました。
　私もビクビクしながら早速お試し！ん～～～「甘さ
の中にも元気のパワーを感じる」そんなおいしいパン
チでした。（髙倉）

人の動き
8,122人（±0）男 3,861人  女  4,261人
世帯数 3,575  （平成 22 年 8 月 31 日）

御宿分署の出動状況
火災件数 2　救急件数 60
平成 22 年 8 月中

交通事故発生状況
発生件数 13　死者数 0　負傷者数 20
（平成 22 年 1 月 1 日～ 8月 31 日現在）

町民バス利用状況
乗車人数 118
平成 22 年 8 月中

ダムの貯水状況
有効貯水量 495,000㎥　有効貯水率 85.5%　　
（平成22年8月20日現在）

慶弔（ 8月届 ）
出生 4　死亡 12

2010.9

（
み
ど
り
児
＝
一
～
三
歳
の
幼
児
）
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タウンカレンダー

（公）⇒公民館　（健）⇒役場保健センター　（地福）⇒地域福祉センター　（BG）⇒B&G海洋センター　（児）⇒御宿児童館　（岩青）⇒岩和田青年館　
（布消）⇒上布施コミュニティ消防センター 　（岩消）⇒岩和田消防団詰所　（高倉）⇒高山田倉庫　（実農）⇒実谷農協倉庫　（台集）⇒御宿台集会所
（六消）⇒六軒町消防団詰所

日 月 火 水 木 金 土

健康相談
 9:30～11:00(岩青)
13:30～15:00(布消)
健康運動教室
14:00～15:00(BG)
心配ごと相談
 9:00～12:00(地福)

大腸・胸部検診
 9:00～11:00(台集)
13:00～15:00(台集)

大腸・胸部検診
 9:00～11:00(布消)
13:00～14:00(高倉)
14:30～15:30(実農)

大腸・胸部検診
 9:00～11:00(六消)
13:00～15:00(岩青)

大腸・胸部検診
 9:00～11:00(公)
13:00～15:00(公)

大腸・胸部検診
 9:00～11:00(公)
13:00～15:00(公)
健康運動教室
14:00～15:00(BG)

大腸・胸部検診
 9:00～11:00(公)

サン・フランシスコ号
追悼式(記念塔)

日西墨三国文化交流イベン
ト(月の沙漠記念館前広場)
伊勢えび祭りクライマックスイベ
ント(月の沙漠記念館前広場)
千葉国体パークゴルフ大会（デ
モスポ）（御宿パークゴルフ）

健康運動教室
14:00～15:00(BG)

健康体力チェック
13:30～15:00

（受付）(BG)

乳児相談
13:30～15:00(健)

体育の日

心配ごと相談
 9:00～12:00(地福)
子育て相談
10:00～11:30(児)

町文化祭(公)町文化祭(公)
健康運動教室
14:00～15:00(BG)

サンデーオープン
9:00～12:00(役場)

献血
10:00～11:30(健)
13:30～14:15
(老人ホーム外房)
15:00～15:45(公)

「月の沙漠」音楽祭13:30～
（月の沙漠記念館ステージ）
健康体力チェック
13:30～15:00
（受付）(BG）

10月　Oｃｔｏｂｅｒ

ラジオ体操教室
10:30～11:20(公)

町文化祭(公)

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

29 30

31

8

15

22

28 29 30279/26

7

14

21

28

10/1

6

13

20

27

2010.9

　町では、日本・スペイン・メキシコの交流の契機となった、サン・フランシスコ
号が漂着した9月30日を「日西墨友好の絆記念日」と定めました。
　制定にあたり、「サン・フランシスコ号追悼式」及び「日西墨三国文化交流イベ
ント」を以下のとおり行います。
　住民の方々の参加をお待ちしています。

日西墨友好の絆記念日

《サン・フランシスコ号追悼式》
○日　時／10月3日（日）　11時から
○場　所／日西墨三国交通発祥記念之碑前広場（メキシコ記念塔）
○内　容／黙とう、献花

《日西墨三国文化交流イベント》
○日　時／10月3日（日）　12時から15時まで
○場　所／月の沙漠記念館屋外広場（雨天の場合は町公民館大ホール）
○内　容／フラメンコショー・マリアッチショーなど

※記念塔駐車場は、当日午前中閉鎖します。追悼式参列者には岩和田漁港駐車場からシャトルバス
を用意します（10:00～10：40）のでご利用下さい。

※一般参列者の献花の用意はありません。献花される方は各自で花を持参下さい。


